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b)溶液の温度と振動数
溶液の温度が変化すると溶液の密度と粘度は変化する。
図7は液温と振動数の関係を示している。この図と式（6）
とは傾向が一致せずこの振動数の変化に密度、粘度より
も溶液の温度が大きく影響を与えていることになる。
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ショ糖溶液濃度と振動数変化の関係図6
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変化はI"と抗I"による抗原と抗体の特異的結合によるものであり、非特異的タンパク質結合によるも
のではない。
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免疫センサ応答とIgG濃度の関係
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免疫センサ応答のIgG濃度依存性 図13図12
図12はIgGの濃度と振動数変化の関係を示している。IgGの濃度が増加すると振動数変化も増加し、両
者の問には有意の相関がある。しかし、振動数変化は各素子によって異なり、また同じ素子を用いても
実験によっては異なる値が得られる場合がある。この理由として次のことが考えられる。
1）
2）
3）
素子ごとの揃gGの固定化量が一定していない。
素子の位置（水面からの深き）が異なる。
IgGを注入する際の外的因子の影響。
これらの結果についてはざらに実験を行い、くわしく検討する必要がある。
まとめ
1）水晶振動子をマイクロバランスとして利用できることが確認できた。また、その感度はlHz/ngと極
めて高い。
2）水晶振動子マイクロバランスを液相で使用する際は液体の密度、粘度、温度などの物性値を一定に
する必要がある。
3）電極表面にアミノ基を導入後、グルタルアルデヒドを用い抗体のアミノ基との間にシッフ塩基形成
反応を行わせることで抗体を電極表面に固定化できる。また、金電極の場合はチラミンの電解重
合によってアミノ基を導入できる。
4）水晶振動子マイクロバランス免疫センサー を用いての抗原一抗体反応の検出が可能となった。
5）抗原濃度と免疫センサー の応答には有意な相関が認められる。しかし、素子ごとのばらつきが認め
られるので、測定ごとに検量線を作成する必要がある。
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